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その代表的著作は，社会関連会計では“Coゆorate Social Rゆorting: accounting and accountabil. 
ity ヘ 1987 (D.Owen と K MaunTS との共著f，環境会計では“ The Greening of Accountancy: 






















( 2) この書については，拙稿「会計環境の変化とグリーン・レポーティング」商学論・集 18-3 ;およ
び環境保護会計研究会編「文献紹介」産業経営研究， H参照。
(3) 拙稿「社会関連会計と社会的アカウンタピリティ」産業と経済，創立10周年記念号参照。

















り，本稿でとりあげる彼の最近作“Accounting for the Environment" 1993 の理論的な前提となって
いる文献である。したがって，新著には“The Greening of Accountancy , Part 1I" とし、う副題がつ
けられており，前著の第 E部として位置づけられている。そのほか Gray の環境保護会計を知る論
文は多数あるが，彼が C.Laugh1in とともに“Green Accounting" というテーマで特集を組んだ雑
(9) 
誌“Accounting， Auditing & Accountability Journal" 1991 をはじめ，雑誌“Accounting， Orgaｭ
(0) 
nizations and Society" , 1991の論文などが重要である。
上で述べたように Gray は社会関連会計や環境保護会計の領域における代表的論者である
が，本稿では彼の最近作(第 H 部〉である上掲の““Accounting for the Environment", 
1993をとりあげ，この著の理論的枠組を紹介するとともは，前著(第 I 部〉からの理論的展開
についてみ Gray の環境会計の特徴を浮彫にしてみようと思う。なお Gray はこの書で環
境会計を三段階に分け，①内部会計領域，①外部会計領域，③現行会計の枠をこえた発展領域
の三つの段階的な把握を行っており，彼の重要な「漸進的」方法論と考えられるが，ここでは
とくに Gray が第 2 段階と位置づけている「外部報告」の領域での環境問題に焦点をあてて
( 5) WCED (UNEP),“Our Common Future" , 1987, pp_ 54 f. ;環境と開発に関する世界委員会(国
連) W地球の未来を守るためにJI (ブルントラント委員会報告〉福武書店， 66ページ以下参照。なお，
種々の訳語が使われているが (M. レッドクリフト著・中村・古沢監訳『永続的発展』学陽書房など)，
ここでは r国連」報告についてのみこの訳語を用いる(後出参照〕。 また， 大来佐武郎監修『地球環
境と経済』中央法規， 14 ・ 42ページをも参照。
(6) 前掲拙稿「会計環境の変化とグリーン・レボーティング」参照。
( 7 ) Cf.D.Pearce , A.Markandya and E.B.Barbier，“Blueρrint for a green Economyヘ 1989
(8) R.Gray,“Accounting for the Environment (The Greening of Accountancy, Part 1I)", 1993 
なお， J.Bebbington と D_ Waters が補助執筆している。
(9) Cf. “ Green Accounting (special issues)", Accounting, Auditing & Accountability Journal, 
4-3 
(10) Cf.R.Gray,“Accounting and Environmentalism", Accounting, 0昭ωzizations and Society, 
17-5 









Gray もこの領域を環境会計の第 1 段階と位置づけ，はじめにとりあげており，外部報告の実
践的基盤であるからである。この書はつぎのように 4 部・ 15章の構成となっている。
rA部」序論 r第 1 章」企業と環境一会計と財務の挑戦， r第 2 章」企業と環境一日程・態度およ
び行動， rB部」経営情報と会計 r第 3 章」組織を環境保護志向へー出発点， r第 4章」環境方針一
採用・樹立および実行 r第 5 章」環境監査一評価・検討・管理と認証， r第 6 章」会計とエネルギー
コストの管理， r第 7 章」会計と廃棄物・包装・リサイクルのコストの管理， r第 8 章」投資・予算・評
定一会計・財務システムの中心としての環境， r第 9 章」ライフサイクル分析と評価， rC部」外部関係
: r第10章」金融財務の環境保護志向一銀行貸付・保険および倫理的・環境保護投資， r第11章」外部
報告と監査 I 一財務枠組内での報告 r第12章」外部報告と監査 E一非財務報告 r第13章」外部社会
監査， rD部」将来の方向 r第14章」将来のための会計と報告一持続・アカウンタピリティ・透明度，
「第15章」パラダイムの変化?。
以上のように，本書は第 1 部wで企業経営と環境のかかわりあい，第 E 部(B)で内部会計問題
(第 1 段階)，第E部。で外部会計問題〈外部報告・監査…第 2 段階)，そして第W部制で将来の
方向(第 3 段階〉が論じられており，環境保護会計のほぼ全領域を網羅しており Gray もい
うように r実務面に向けられたJ 文献であるといえよう。










に，環境問題にとってはとくに重要な事柄である。すなわち Gray によれば， r投資の評価
基準」・「業績の評価基準」・「年次報告書の優先順位」・「新しい情報システムの創造」・
(12) R.Gray,“Trends in Corporate Social and Environmental Accounting"1991 , BIM, p.16 






















や「化学工業協会J ・「イギリス経営者協会J (BIM) などの諸種の公表方針をあげている。
すなわち，企業経営と環境会計の内部的問題として，その中心・出発点に「環境方針」の設定
をおき，その採用・樹立・実行を重要視している。つぎに， r環境監査」がとりあげられる。
ここでは，いわゆる内部監査領域が問題とされ， r環境インパクト評価J (EIA) や「環境調






Gray はさらに， r環境管理システムの展開」について事例をひいて述べ， rEC のエコ監
査」や「エコラベルJ， rイギリスの環境管理システム基準BS 7750J や， r供給者監査(IBM
社)J ・「地方自治体の環境監査」などについて例をひいて説明している。ついで，エネルギー
(14) “ Ibid." p.ll 
(15) “ Ibid." p.13 
(16) “ Ibid." p.14 
(17) “ Ibid." p.22 
(18) “ Ibid." p.59 







































(20) “ Ibid." p.114 
(21)“Ibid." P.116 
(22) “ Ibid." p.119 
(23) “ Ibid." p.124 
(24) “ Ibid." p.147 











前にもふれたように，本稿の主題は Gray の“Accounting for the Environmenf" にお
ける「外部報告」問題の検討にある。前述のように Gray は外部関係に第E部(りをあて，四























(26) R.Gray,“The Greening 01 Accountancy, 1990，p.3，p.132. なお，前掲拙稿「会計環境の変化とグ
リーン・レポーティングJ，および前掲・環境保護会計研究会編「文献紹介」や冨増和彦「グリーン
・アカウンテインクJ 社会関連会計研究 4 など参照。
(27) R.Gray,“Accounting lor the Environment" , 1993,p.179 
(28) “ Ibid." p.179 
(29) “ Ibid." p.181 












介し，とくに国連 (UN) のイニシャーティプについて「環境報告の展開において， 伝統的財務会計の
(35) 
フレームワーグのなかで最も重要で最も長いイニシャーティプは国連のものである」といって，その大





















(32) “ lbid." p.205 
(33) “ lbid." p.205 
(34) 第11. 2表〈“Ibid." P.207)参照。
(35) “ Ibid." p.214 
(36) “ lbid." p.226-7 
(37) “ Ibid." p.215 
(38) “ Ibid." p.214 





































り，端的には I環境コスト J (環境にかけたマイナス要因〉一「環境費用J (環境のために
支出した費用) = I損失価値J I付加価値」ー「損失価値J = I純付加価値」という図式で，
(40) この事例については，つぎの紹介がある。上妻義直「オラ γダのBSO 社の環境計算書」社会関連会
計研究， 5 参照。
(41) R.Gray，“oρ.cit." p.223 
(42) “ Ibid." p.224 
(43) “ Ibid." p.224 




























ィスクロージャーのプレ y シャー」は上の四つのことから大きくなってきているとして r環境方針J




(45) 年次報告書の事例については，付表11.1 (“Ibid." P.229-231)参照。
(46) R.Gray,“The Greening 01 Accountancy" , 1990, P.4，P.133・および前掲「関連各稿」参照。
(47) R.Gray,“Accounting for the Environment" , 1993, p.232 
(48) “ Ibid." p.232 
(49) なお、環境会計のステップについては， 12.2表〈“Ibid." P.235)参照。
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ィスクロージャーはその60%であるという。そして， Alcan Aluminum 社やカナダの British Gas 
and Petro 社の事例などをあげ，そのよい例として ICI 社や IBM 社をあげている。 そこで， ICI 
社についてみてみると，同社は1989年に一般的な環境方針を公表し， 1990年の年次報告書に特別の目標






















達成度が示されている (Noranda Forest, 1990，環境報告〉。
(50) “ Ibid." p.262 
(51) なお， ICI 社の環境報告書については， Cf.ICI,“Progress towards Environmental Objectives", 
1991; ICI，“E御ironment re?rt" ' 1992. , 
(52) R.Gray，“Acc，仰ntingfor the Environment", p.241 


















史」が紹介され， Social Audit 社の外部監査や， r対抗情報サーピスJ (CIS) による外部監査
(57) 
の現状について述べている。




識が重要であり， r“ Ethical Consumer" はとくにアカウンタピリティを教育し発展させるための社













(54) 基準遵守報告書については， Cf.R.Gray，“Corρorate Social R，φorting九 p.109 ， p.203 
(55) R.Gray，“Acc仰nting for the Environment" , p.255 
(56) “ Ibid." p.257 
(57) この点については Cf.R.Gray，“Corþorate Social R，ゆortingヘ p.136， p.145 
(58) R.Gray,“Accounting for the Enviro仰nent" , p.269 
(59) “ Ibid." p.269 
























それでは最後に，環境問題のこれからの方向について， すなわち Gray のいう第三段階に








(62) The Counci1 on Economic Priorities，“Shoρρing for a better worldヘ 1990，p.19
(63) I会社と社会」朝日ジャーナル， 33-7, 34-9; WThe 社会貢献』朝日新聞社参照。
(64) R.Gray，“oρ.cit." p.275 
(65) R.Gray,“The Greening of Accountancy", 1990,p.133 






































(67) Cf.WCED (UNEP),“Our Common Future" , p. 54, 1987. なお，前掲『訳書H国連) 66ページ参照。
(68) R.Gray,“Accounting for the Environmentヘ 1993， p.291 
(69) “ Ibid." p.291 
(70) “ Ibid." p.290 
(71) インベントリーの例示については， 14.4表(“Ibid." p.293) 参照。
(72) “ Ibid." p.293 






































(74) “ Ibid." p.293 
(75) Cf.D.Pearce et a1.，“Blueρrint for a green Economy" 
(76) Cf.R.K. Turner,“Sustainable Environmental Management" , 1988; H. E. Daly,“Economy, 
Ecology, Ethics", 1980 
(77) R.Gray,'‘ Oþ.cit." p.290 




























ている。すなわち，すで、にみたように，第 1 は「伝統的会計の内部での発展J C~ 1"'--'9) で
あり〔内部会計領域J，第 2 の発展は「改革的なプロセスJ (~10"'--'13) であり，会計が環境の
配慮を認識し会計自体に変化を生じさせる〔外部報告領域〕である。しかし伝統的会計は，
より大きな環境感度をともなう文化の変化には実際には十分に対応できないので，第 3 の局面
( ~ 14"'--'15) が問題となる。そして，そのための発展の若干の可能性〔持続維持のための会計〕
を導入し 「変化は会計のようなシステムには本質的である」といっている。以上で述べたよ
うに Gray のこの書での主張は，極めて段階的・説得的で示唆に富む提言であると思われる。




(79) R.Gray，“ oρ.cit." p.302 
(80) “ Ibid." p.304 
(81)“Ibid." p.305 
(82) “ Ibid." p.306 
(83) “ Ibid." p.307 
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けられるかを疑問に思っているJ (R.Gray, R. Laughlin,“The Coming of the Green and Chaｭ





































以上 Gray のこの書によぜて， r環境保護会計」の解決すべき諸問題について述べたが，
(85) 環境会計の体系化への試みについては，例えば r特集・環境監査の実践と会計の役割」企業会計，










要であろう。すなわち，その展開にあたっては， r漸進的J (evolutional) な進展が望まれ
よう。今後の一層の展開を期待したい。
(86) 中間的立場 (middle ground) については， Cf.R. Gray, D. Owen and K.Maunders,“Corp. 
orat也e Social Repor討ti泊ngι:Emergi泊ng Trends in Accountabi1ity and the Social Con批E此tract"
p.lロ2 ， Accounting, Auditing & Accountability Journal， l-l. なお，前掲拙稿「アカウンタビリティ
概念の拡充とグリーン・アカウンティング」参照。
(87) R.Gray, D. Owen and K. Maunders，“Corρorate Social Rφorting:accounting and account. 
ability", 1987,p.200 
(88) なお，環境会計の理論的基礎である「社会的アカウンタビリティ」や「社会関連会計の国際的動向」
などについては，前掲拙稿「社会関連会計と社会的アカウンタピリティ」や拙稿「社会関連会計の国
際的動向J (若杉明編著『経済の国際化と企業会計』ビジネス教育出版社所収)など参照。また，環境
会計の体系化については，山上・菊谷編著『グリーン・アカウンティング一環境保護と企業会計』同
文舘出版(近刊予定〉でとりあげることとしている。
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